
慢性活動性EBV感染症に関する調査研究班の目標/ロードマップ

 発症病理（なぜ一部の個体に本症が発症するのか）を解明する
 医療水準の向上のため、診断基準・ガイドライン・中央診断体制を整備する
 患者のQOL向上のため、体外診断薬開発/保険収載、新規治療法開発、難病指定を目指す

28年 33年～27年26年 29年 30年 31年 32年
難治性疾患政策研究

AMED難治性疾患実用化研究

第1期木村班
診断基準制定
診療ガイドライン作成
中央診断体制の確立

伊藤班
ウイルス定量の標準化
診断のためのカットオフ値設定

藤原班
新規治療シーズ開発/病態解析
既存薬剤によるパイロット研究

疾患レジストリ/前向き疫学研究

バイオバンク

体外診断薬開発

バイオマーカー開発

保険収載

医師主導臨床試験

新規治療法確立

病態研究

第2期木村班
患者レジストリ
バイオバンク構築
横断・前向き研究

重症度分類の制定
診療ガイドライン改訂

宮野班
オミクス解析と人工知能技術
難治性造血器疾患の病因解明

発症病理解明

新井班
ルキソリチニブ第Ⅱ相試験


	スライド番号 1

